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k, nは自然数、xは奇数です。
2 log5 x− log5(6x− 5k) < k − 1を満たす xの個数を akとします。

n+
n∑

k=1

akが 10桁の自然数となる nを求めてください。
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解説・解答

2 log5 x− log5(6x− 5k) < k − 1は log5 x
2 < log5{(6x− 5k)5k−1}に式変形できるので

x2 < (6x− 5k)5k−1です。真数条件は x > 0, 6x− 5k > 0です。
左辺にまとめて因数分解すると (x− 5k−1)(x− 5k) < 0なので 5k−1 < x < 5kです。

xは奇数なので x = 5k−1 + 2, 5k−1 + 4, 5k−1 + 6, · · · , 5k − 2です。

よって an =
(5k − 2)− (5k−1 + 2)

2
+ 1 = 2 · 5k−1 − 1です。

n+
n∑

k=1

ak = n+
n∑

k=1

(2 · 5k−1 − 1) = n+

{
2(5n − 1)

5− 1
− n

}
=

5n − 1
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10桁の自然数なので 109 ≦ 5n − 1

2
< 1010です。

2を掛けて 1を加えると 2 · 109 + 1 ≦ 5n < 2 · 1010 + 1です。
自然数なので 2 · 109 < 5n ≦ 2 · 1010です。
59で割って 1024 = 210 < 5n−9 ≦ 210 · 10 = 10240です。

54 = 625, 55 = 3125, 56 = 15625なので n− 9 = 5です。
以上より n = 5 + 9 = 14です。
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